
３年ぶりの水泳学習！
～ プールに児童の姿がもどってきました ～

３年ぶりの水泳学習が無事終わりました。特に３年生以下の児童にとりましては、はじめてのプールということで
緊張感も大きいものがあったのではないかと思います。それは、我々教職員も同じで、児童の実
態を探りながらの学習でした。では、少し紹介してみたいと思います。まず、どの学年も水に慣
れる活動から始めていきました。具体的には、プールの中に入り全身で水を感じたあと、歩いた
り潜ったりしていました。そして、ダルマ浮きやふし浮きなど行ったあと、バタ足練習をし、い
よいよ泳ぐ活動を行っていきました。３年生以上は、大プールに入りビート板を使っていろいろ
な泳ぎに挑戦し、さらにクロールや平泳ぎにも挑戦して
いる学年もありました。また、全学年着衣泳にも挑戦し
ました。川や池などでまさかの事態に遭遇したときの対
応について学ぶものです。普段着でプールに入ったとき
と水着で入ったときの違いや普段着でも力を抜いて浮く
方法を身につけていきました。

２年生水泳学習

３年生水泳学習４年生水泳学習５年生着衣水泳

校報

《6月30日（木） 6年有志「一年生学校生活を楽しんでいる会
前日祭の神部っ子太鼓」》
昼休みを利用して６年生有志のみな

さんが運動会以来の神部っ子太鼓を披
露してくれました。そして、次の日に
予定されている集会活動に向けて、全
校児童にエールを送ってくれました。
《７月１日（金） 「一年生学校生活を楽しんでいる会」》
６年生のみなさんが、知恵を出し合

い、全校のみんなが楽しめる会をミー
トで実施してくれました。まず、１年
生のクラスで入学おめでとうのくす玉
割りをし、１年生に６年生が上手にイ
ンタビューをしました。インタビュー
を受けた１年生もしっかり応えていました。次に、６年生
が作成した動画「わくわく学校生活のススメ」をみんなで
視聴しました。動画には、「大きな声であいさつをしよう」
「しっかり自分の考えを伝えよう」「思いやりの心をもっ
て友だちの輪を広げよう」「ものを大切にしよう」「ありが
とうやごめんなさいを素直に言える子になろう」というメ
ッセージが伝わってくるものでした。最後に、KANBEﾐﾆBOO
Kで、神部小の魅力を紹介してくれました。
《6月２４日（金） ７月４日（月） 11日（月） １５日（金）
６年「水害を防ぐ体験学習」》
揖保川地区防災を考える会の方々に

来ていただき、ハザードマップをもと
に水害による避難について考えていき
ました。そして、そのまとめとしてマ
イ避難カードを作成しました。
《７月７日（木）１１日（月）

４年「EM利用と水辺の環境を守る体験学習」》
地元のEM環境アドバイザーに、神部の自然環境の素晴ら

しさとそれらを守る取組について、ご自身の体験をもとに
話していただきました。ふるさとを大切に思う気持ちがよ
く伝わってきて、子どもたちにとって大変よい勉強になり
ました。また、11日（月）には、EMだんご作りにも挑戦し
ました。その様子につきましては、次号で紹介します。
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《６月１６日（木） ２２日（水） １・２年｢動物愛護体験」》
２日間に渡り、１年生と２年生児童

対象に動物愛護体験学習がありまし
た。犬や飼い主との接し方、散歩の仕
方、それぞれの犬の特徴についてふれ
あいながら学びました。犬に癒やされ
た時間でもありました。
《６月１７日（金） ３年「校外学習」》
姫路にあるヤマサ蒲鉾工場と三田市

にある人と自然の博物館に行きまし
た。ヤマサ蒲鉾では、ちくわやカニカ
マが作られている工程を実際に見た
り、材料から製品までのことについて
詳しくスライドで教えてもらったりし
ました。人と自然の博物館では、丹波恐竜の化石をはじめ
とする展示物を見たり、どんぐりについて詳しく教えてい
ただいたりしました。
《６月２８日（火） １年「鍵盤ハーモニカ講習会」》
鍵盤ハーモニカの講習会を専門の方

をお招きして実施しました。鍵盤の由
来や音の出し方など詳しく教えていた
だきました。その他にも手拍子などの
リズムに合わせて鍵盤ハーモニカを奏
でていました。
《６月２９日（水） ３年「ヤッホの森についての学習」》
地元の「揖保川21」のメンバーの方

を講師に、ヤッホの森が、里山として
どのようにふるさと神部の人々の生活
に役立ってきたか教えていただきまし
た。そして、ヤッホの森の木を使って、
各自オリジナルの名札を作りました。



★ご多用の中、個別懇談会にご来校くださりありがとう
ございました。2学期以降は、全体で日を設定して実
施することはしませんが、必要に応じて個別に懇談を
させていただきますので、希望される方は担任までお
申し出ください。なお、学校から懇談をご依頼するこ
ともありますので、その際にはよろしくお願いします。

★21日から夏季休業となります。長い夏休み期間となり
ますので、特に規則正しい生活を送ることに留意して、
けがや事故のない楽しい夏休みを過ごしてもらいたい
と思います。特に、川や池、大人の目の届かないとこ
ろに子どもだけで行かないように留意してください。
また、引き続き熱中症対策をお願いします。暑さ指数
が３１℃を超えると危険レベルで運動禁止の目安とな
っています。マスクの着用につきましても時と場所を
考えながら着脱を児童に促してください。

～神部小学校の教育現場の様子をお伝えします～

～どんぐり広場から、いつも神部っ子を見つめているどんぐりのつぶやきです～
ひろ ば かん べ こ み

いよいよ夏休みだね。一学期神部っ子のみんなは、よく
なつやす がつ き かん べ こ

がんばっていたね…。５月の運動会、６月の参観日と水泳
がつ うんどうかい がつ さんかん び すいえい

学 習 、７月の 集 会活動などコロナ禍で大変だったと思う
がくしゆう がつ しゆうかいかつどう か たいへん おも

けど、工夫しながらよくがんばっていたよ…。さすが、神部
く ふう かん べ

っ子だと思うよ…。そして、どんぐり広場にもたくさんの人
こ おも ひろ ば ひと

が遊びにきてくれたね…。１年生から６年生までのみんな
あそ ねんせい ねんせい

が来てくれてとってもうれしかったよ…。
き

ところで、今年の梅雨はとっても 短 かったしいよ…、水
こ とし つ ゆ みじか みず

不足が心配だね…。それから、６月に熱 中 症 で 救 急
ぶ そ く しんぱい がつ ねつちゆうしよう きゆうきゆう

車で運ばれた人は過去最高だったらしいよ…。神部っ子
しや はこ ひと か こ さいこう かん べ こ

のみんなも気をつけてほしいなあ…。
き

来 週 から楽しみな夏休みが始まるね…。家の生活は、
らいしゆう たの なつ や はじ いえ せいかつ

学校と違ってチャイムが鳴らないから、自分で自分の 心
がつこう ちが な じ ぶん じ ぶん こころ

にチャイムを鳴らして、ダラダラと流されるのではなく、け
な なが

じめをつけて生活してほしいなあ…。そして、できることな
せいかつ

らいつもと同じ時間に寝て、同じ時間に起きるようにして
おな じ かん ね おな じ かん お

もらいたいなあ…、なぜなら時間というのは、一度失った
じ かん いち ど うし

らもう取り返すことはできないからね…。ぼんやりしていて
と かえ

も、 集 中 していても、その時間は、二度と帰らない貴 重
しゆうちゆう じ かん に ど かえ き ちよう

なものだからね…。 昔 の人は、そんな貴 重 な時間のこと
むかし ひと き ちよう じ かん

を、「時は金なり」という言葉で 表 していたらしいよ…。時
とき かね こと ば あらわ じ

間というのは、お金と同じように大切なものだという意味
かん かね おな たいせつ い み

だね…。限られた時間の中で、自分が何かに 集 中 して
かぎ じ かん なか じ ぶん なに しゆうちゆう

生きるって、とても素晴らしいことだね…。
い す ばら

来 週 からいよいよ夏休み、みんな楽しみだね。どんな
らいしゆう なつやす たの

夏休みにしようかワクワクするね。どんぐりたちも、２学期
なつやす がつ き

にまた、神部っ子たちと会えるのを楽しみにしているよ。
かん べ こ あ たの

7月20日(水) 民生委員･児童委員と教職員の懇談会(15:30-)
7月23日(土) 子どもの明日を拓くつどい(13:30-)、青少協パ

トロール(20:00-)
7月25日(月)～8月5日(金) ごみゼロたつの推進事業(4･5･6年生)
8月 7日(日) 人権文化を進める市民運動中央大会(13:30-)
13日(土)～15日(月)施設一時閉鎖
20日(土) PTA奉仕作業

青少協パトロール(20:00-)
21日(日) PTA奉仕作業予備日、兵庫県人権教育研究大会西

播磨地区大会
25日(木) 登校日(通常どおり登校、10時一斉下校)
27日(土) 教育フェスティバル(13:30-)

★毎月25日は、笑顔の日 「ノーゲーム･ノースマホデー」
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